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令
和
２
年
第
８
回
議
会
定
例
会
は
、

12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
７
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
当
局
か
ら
、
条
例
改
正
な
ど
全
10

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果

全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
、「
議
会

改
革
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設

置
に
関
す
る
決
議
」
が
提
案
さ
れ
、
令

和
４
年
６
月
ま
で
を
調
査
期
間
と
す
る

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
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一般会計総額は126億7025万円

８億9923万５千円を増額８億9923万５千円を増額

　新川俣小学校に改修するための工事費等 　トイレに換気扇、自動洗浄便器を設置するため
の工事費等

6億1146万円 1468万円
改修後、令和４年に開校予定です 川俣中学校

新川俣小学校改修工事 川俣中学校トイレ改修
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などなど12月議会
定例会

　済生会川俣病院にＰＣＲ検査と同程度の精度の
検査機器を導入するための補助金

　飯坂小学校への進入路町道（橋梁部）の災害復
旧工事

　オンラインで個別相談を受け付けるための環境
整備

　令和３年３月26日に改めて聖火リレーイベン
トを行うための経費

442万円

7884万円

43万円

366万円
河川改修後、年度末に工事着工へ

携帯アプリで相談が可能に簡易検査キットが導入されます

オリンピック開催に向けて動き出します

新型コロナ検査機器導入

飯坂小学校入口の災害復旧

子育て世代のオンライン相談

聖火リレー・オリパラ行事運営委託



かわまた議会だより

●
議
案
第
99
号

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

【
概
要
】
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
。
任
期
は
令
和
３
年
２

月
19
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

•
佐
藤　

朋
子（小

島
字
横
道
）

•
佐
藤　

吉
彦

（
飯
坂
字
南
古
堂
道
内
）

•
菅
野　

儀
政

（
羽
田
字
畝
歩
内
）

•
伊
藤　

正
清

（
鶴
沢
字
宮
ノ
脇
）

•
佐
藤　

眞
一

（
小
綱
木
字
仲
堰
）

•
廣
野　

忠
次

（
山
木
屋
字
吉
口
山
）

•
安
田　

泰
良

（
大
綱
木
字
御
前
作
）

•
菅
野　

利
治

（
西
福
沢
字
松
ヶ
作
）

●
議
案
第
96
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

　
　
　

①
商
工
費
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
補
助

金
が
約
４
９
０
０
万
円
減
額

に
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
な

る
支
援
に
回
せ
な
い
の
か
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ク
ー
ポ

ン
券
の
詳
細
を
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

　
　

①
信
用
保
証
料
の
交
付

実
績
と
今
後
の
見
込
み
分
を

予
算
化
し
、
不
用
額
を
減
額

す
る
も
の
で
す
。（産

業
課
長
）

②
国
で
全
国
民
２
回
分
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
予
定
し
、
事

前
に
町
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を

準
備
し
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

　
　

①
補
正
後
の
残
高
は
約

11
億
８
０
０
０
万
円
で
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

②
検
査
機
器
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
、

プ
リ
ン
タ
ー
、
試
薬
の
セ
ッ

ト
で
４
４
２
万
円
で
す
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

③
残
り
１
２
０
㍍
で
、
令
和

３
年
度
内
の
完
成
予
定
で
す
。

（
産
業
課
長
）

　
　
　

①
町
内
飲
食
店
の
コ

ロ
ナ
対
策
を
す
る
た
め
に
経

費
を
使
え
な
い
の
か
。
ま
た
、

町
か
ら
店
舗
に
働
き
掛
け
は

し
な
い
の
か
。

②
飯
坂
小
学
校
の
橋
梁
は
い

つ
完
成
す
る
の
か
。

（
作
田
善
輝
議
員
）

　
　

①
対
策
店
舗
に
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
り
だ
す
県
の
施
策

を
活
用
す
る
よ
う
周
知
し
ま

す
。　
　
　
　
（
産
業
課
長
）

②
現
在
測
量
中
で
、
年
度
内

に
工
事
発
注
し
、
来
年
度
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

　
　
　

就
労
対
策
費
と
し
て

正
規
雇
用
者
に
出
す
奨
励
金

は
、
パ
ー
ト
に
は
出
せ
な
い

の
か
。　
（
山
家
恵
子
議
員
）

　
　

定
住
奨
励
金
の
見
直
し

の
中
で
検
討
し
ま
す
。

（
産
業
課
長
）

　
　
　

中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
の
減
額
は
、
何
団
体

減
っ
た
の
か
。
対
応
は
。

（
蓮
沼
洋
志
議
員
）

　
　

25
集
落
か
ら
18
集
落
に

減
っ
た
た
め
で
、
相
談
に
応

じ
て
い
き
ま
す
。（産

業
課
長
）

　
　
　

消
防
屯
所
の
井
戸
掘

削
経
費
の
１
６
０
万
円
の
根

拠
は
。
他
施
策
の
単
価
と
比

べ
て
３
分
の
１
だ
が
掘
れ
る

の
か
。　
（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

９
月
補
正
で
計
上
し
た

掘
削
経
費
で
水
源
に
達
し
な

か
っ
た
た
め
に
予
算
を
補
正

す
る
も
の
で
す
。（総

務
課
長
）

●
議
案
第
94
号

川
俣
町
立
小
学
校
及
び
中

学
校
条
例
の
一
部
改
正

【
概
要
】
小
学
校
の
統
廃
合

の
た
め
、
令
和
４
年
３
月
末

で
、
川
俣
南
小
学
校
、
富
田

小
学
校
、
福
田
小
学
校
、
飯

坂
小
学
校
を
廃
止
す
る
も
の
。

　
　
　

令
和
４
年
に
廃
止
す

る
改
正
を
な
ぜ
、
今
行
う
の

か
。　
（
佐
藤
喜
三
郎
議
員
）

　
　

小
学
校
の
改
修
に
国
庫

補
助
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
、

条
例
改
正
が
必
要
で
あ
る
た

め
で
す
。　
　
（
教
育
次
長
）

●
議
案
第
１
０
０
号

　

動
産
の
取
得

【
概
要
】
小
学
校
通
学
用
ス

ク
ー
ル
バ
ス
６
台
を
購
入
す

る
も
の
。

　
　
　

①
地
方
バ
ス
路
線
の

補
助
金
だ
が
、
乗
車
人
数
は

ど
れ
く
ら
い
減
っ
た
の
か
。

②
有
害
鳥
獣
対
策
費
の
報
償

費
の
増
額
分
だ
が
、
現
在
の

捕
獲
頭
数
は
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

①
乗
車
人
数
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
バ
ス
路
線
で
、

例
年
比
で
約
５
０
０
万
円
の

収
入
減
で
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

②
10
月
末
で
イ
ノ
シ
シ
５
０

０
頭
、
サ
ル
５
匹
で
す
。

（
産
業
課
長
）

　
　
　

①
財
政
調
整
基
金
の

残
高
は
。

②
済
生
会
に
導
入
予
定
の
検

査
機
器
の
詳
細
は
。

③
小
島
地
区
の
県
営
農
道
は

建
設
し
て
30
年
近
く
経
つ
が
、

完
成
見
通
し
は
。

（
佐
藤
喜
三
郎
議
員
）

4

答

答

答答

答答答

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

予
算
の
補
正

条
例
の
改
正
ほ
か

人
事
案
件

主
な
議
案
と

質
疑
応
答

主
な
議
案
と

質
疑
応
答

答 質
問
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第90号

第91号

第92号

第93号

第94号

第95号

第96号

第97号

第98号

第99号

第100号

川俣町税特別措置条例の一部を改正する条例

川俣町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

川俣町都市公園条例の一部を改正する条例

川俣町町営住宅管理条例の一部を改正する条例

川俣町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例

町道路線の認定及び変更について

令和２年度川俣町一般会計補正予算（第８号）

令和２年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和２年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

農業委員会委員の任命について

動産の取得について

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

同意（全会一致）

可決（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

12月議会定例会審議結果 （令和２年12月３日～９日）

受理
番号 付託委員会 件　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員

氏　　名
審査
結果

２ 総 務 産 業
常任委員会

町道長大田・ブシ沢線改良に
係る請願書

川俣町大字羽田字姥作６
福田公民館内

　駒ザクラ愛護会
会長　佐藤　善吉

ほか９名

佐藤喜三郎
蓮沼　洋志
作田　善輝

採択

12月定例会請願審査結果

―専決処分議案（戸別受信機購入）・補正予算等を可決―
令和2年
11月25日
開催

令和２年 第７回議会臨時会令和２年 第７回議会臨時会令和２年 第７回議会臨時会
　

緊
急
で
あ
る
と
し
て
町
が

専
決
処
分
（
※
議
会
の
議
決

を
経
ず
に
執
行
）
し
た
動
産

の
取
得
議
案
の
ほ
か
、
12
月

１
日
を
基
準
と
し
て
支
払
わ

れ
る
期
末
手
当
の
額
を
改
め

る
条
例
改
正
議
案
、
補
正
予

算
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

●一般会計補正予算を5219万5千円増額
（補正後の額117億7101万5千円）

●町長ほか特別職、職員、議会議員の期末手当条例の
　改正（減額改定）

●防災行政無線・戸別受信機350台購入（専決処分）決
定
し
た
主
な
内
容
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　2011年３月11日に発生した東京電力福島第一原
発事故は未曽有の被害をもたらした。川俣町山木屋
地区は強制避難区域となり、住民は避難を余儀なく
されたばかりか、2017年３月31日に避難指示が解
除されたにもかかわらず、住民のふるさと帰還は進
まず、深刻な被害が今なお続いている。
　被害住民らは、東京電力の加害責任を明らかにし、
被害回復を求めるために、原発事故被害者訴訟の原
告となった。
　また、避難区域以外の町民も原発事故による生業
の被害が発生したため、国・東京電力の加害責任を
明らかにし、被害回復を求めるために、原発事故被
害者訴訟の原告となった。
　福島地方裁判所の訴訟（生業訴訟）の判決は
2017年10月に言い渡され、原告及び被告らは判決

　2011年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地
震に伴う東京電力福島第一原子力発電所爆発事故被
害から約９年９ヵ月が経過した。復興は少しずつ進
みつつあるが、いまだ元の生活に戻ることができな
い多くの被災者・被害者がいる。時の経過によって
被災地の苦悩への関心が薄れつつある中、被災者に
寄り添った復興を早期に実現しなければならない。
　こうした中、原発事故被害者に対する損害賠償に
ついて二つの問題が発生している。一つは、東京電
力ホールディングス株式会社（以下、「東京電力」
という。）に対する原子力損害の賠償請求について
円滑、迅速、かつ公正に紛争を解決することを目的
として設置された原子力損害賠償紛争解決センター
（ADR）が提示した和解案の受諾を東京電力が拒否
し、次々と和解仲介手続が打ち切りになる事態が生
じていることである。
　もう一つは、時効再延長の要否についての調査の
必要が生じていることである。原子力損害賠償につ
いては「東日本大震災における原子力発電所の事故
により生じた原子力損害に係る早期かつ確実な賠償
を実現するための措置及び当該原子力損害に係る賠
償請求権の消滅時効等の特例に関する法律」が、第
185回国会において成立し、2013年12月11日に公
布・施行されている。

を不服として控訴し、2020年９月には仙台高裁判
決が言い渡されたが、これも判決を不服として最高
裁判所へ上告している。
　福島地方裁判所いわき支部の訴訟（避難者訴訟）
の判決は2018年３月に言い渡され、原告及び被告
らは判決を不服として控訴し、2020年３月には仙
台高裁判決が言い渡されたが、これも判決を不服と
して最高裁判所へ上告している。
　よって最高裁判所におかれては、三権分立の原則
に立って国民の負託に応え、歴史の審判に耐え得る
公正な判決を下されるよう強く求めるものである。
　以上、決議する。

　令和２年12月９日

福島県伊達郡川俣町議会

　この時効延長措置によっても、本件原発事故直後
に発生した損害の賠償請求権については2021年３
月以降、時効を迎えることになる。
　いわゆる住居確保損害について、東京電力が賠償
を行うことを表明した時期が2014年４月であった
こともあり、当該損害賠償の消滅時効の起算点につ
いては被害者にとって極めて不明瞭なものとなって
いる。さらに、高齢者が原発事故による避難によっ
て適切な医療を受けることができず、災害関連死に
ついては東京電力に対する賠償請求権行使の可否の
判断が難しく、賠償請求権の行使に困難が生じてい
る可能性がある。
　よって、このような状況を鑑み、本町議会は国に
対し、原発事故による損害を受けた被害者の賠償請
求権行使の実態について十分な調査を実施し、消滅
時効終期の再延長を強く要請する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。
　令和２年12月９日
内閣総理大臣　菅　　義偉　様
文部科学大臣　萩生田光一　様
経済産業大臣　梶山　弘志　様

福島県伊達郡川俣町議会

原発事故被害者訴訟の公正な判決を求める決議

原賠時効特例法の消滅時効終期の再延長を求める意見書

12月議会定例会における議員提案は４件で、意見書は関係機関に送付しました。
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　東日本大震災の発生から10年が経過しようとし
ているが、今なお、当町住民は放射能被害によって
苦しめられている。
　特に、当町小綱木地区住民は放射能被害によって
被った精神的損害の賠償を求め、ＡＤＲセンターに
集団申し立てを行い、和解仲介案が示されたが、東
京電力ホールディングス株式会社（以下、「東京電力」
という。）はこれを頑なに拒否し続け、手続きは打
ち切られた。避難指示区域に隣接する地区の９割を
超える177世帯566人の住民が時間をかけて被害の
実態を訴え、迅速かつ適正な救済を図るため設置さ
れたＡＤＲセンターが「中間指針追補に考慮されて
いない事情」があると認め和解仲介案を示し、また、
東京電力は自ら立てた三つの誓いにおいて「センタ
ーの和解仲介案の尊重」を繰り返し誓約しているに
もかかわらずこの始末である。
　東京電力が拒否の根拠としているのが、原子力損
害賠償紛争審査会による基準「中間指針」である。
東京電力は、中間指針に対する独自の解釈を基に、
何ら合理性のない理由を連ねて強固に拒否している。
　東京電力は、事故原因者であることに加えて、不
合理な理由で和解案を拒否し続けることにより、被
害住民に対して耐えがたき苦痛を重ねて与えている
のである。この状況について、福島県内33市町村
の首長は、毎日新聞によるアンケートに対して、８

割超の28人が「中間指針の見直しが必要」と回答
している。
　さらには、仙台高裁により出された二審判決では、
国の責任を認めるとともに、賠償についても中間指
針を超える範囲と金額が認定された。このことは、
長く苦しむ被害住民に一縷の希望を与えた大きな前
進である。
　よって、これらの経緯を踏まえ、中間指針の見直
しを強く要請する。
１　住民が被った精神的苦痛のうち、コミュニティ
の崩壊、並びに従来の平穏な生活環境及び自然環
境の喪失等によるものを賠償すべき損害として中
間指針に明示すること
２　避難指示等による区域は、賠償における絶対の
基準ではなく、区域の内外にかかわらず同等の賠
償をするべき旨を中間指針に明示すること
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。

　令和２年12月９日

内閣総理大臣　菅　　義偉　様
文部科学大臣　萩生田光一　様
経済産業大臣　梶山　弘志　様

福島県伊達郡川俣町議会

原子力損害賠償紛争審査会による中間指針の見直しを求める意見書

議員発議により、特別委員会が設置されました。

●目　　的　効果的、効率的な議会活動に関する調査

●構　　成　議会運営委員、副議長、総務産業・厚生
文教の両常任委員会から各１人の計７名

●設置期間　可決の日（令和２年12月９日）から
令和４年６月議会定例会まで

※調査活動等については、議会だより誌面に掲載して
　お知らせしていきます。

議 会 改 革

議会改革調査特別委員会を設置

役　職　等

委 員 長

副 委 員 長

議 会 運 営 委 員

議 会 運 営 委 員

議 会 運 営 委 員

総務産業常任委員

厚生文教常任委員

議　　　員

村 上 源 吉

新 関 善 三

菅 野 清 一

高　橋　真一郎

高 橋 清 美

菅 野 信 一

作 田 善 輝

委　員　名　簿
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全員協議会レポート

町も本格的な〝ウィズコロナ〟に町も本格的な〝ウィズコロナ〟に第28回
（12月24日）

ほか 12月～１月に感染者が急増
　年末年始にかけて「第３波」とみられる新型コロナ感染症が拡大する中、12月以降、町内からも
陽性者が確認されるようになりました。町では様々な感染症対策を講じながらイベント等を再開し
てきましたが、再び、やむなく、中止や延期せざるを得ない事態となりました。
　議会では、当局から報告を受け、急きょ、全員協議会を開催するなどして協議してきました。

12月

１月

国内・県内の動向と町の取り組み

11月中旬ごろから全国で感染が拡大
国内感染者累計148,975人、県内501人
福島市内スナックでクラスター発生

国がGoToトラベルの全国一時停止
（国内感染者累計184,703人、県内637人）
福島市内病院でクラスター発生

福島県内１日当たりの感染者が最多の
40人
（国内感染者累計199,220人、県内737人）
福島市で「新型コロナウイルス緊急警
報」
福島市内複数箇所でクラスター
国内感染者累計235,742人、県内944人

東京都で１日当たりの感染者が2,000
人を超す
国が東京都、神奈川県、千葉県、埼玉
県に緊急事態宣言を発出
国が大阪府、京都府、兵庫県、岐阜県、
愛知県、福岡県、栃木県に緊急事態宣
言を発出
国内感染者累計317,764人、県内1,373人

国内・県内のうごき

12月議会でコロナ対策補正予算

町内１例目の感染者
緊急の全員協議会開催
町内２例目の感染者

町内３例目、４例目の感染者
緊急の全員協議会開催
感染症対策本部からのお知らせ

№15発行

町内病院病棟内から、町内５例
目の感染者
町内病院入院患者から、町内６、
７、８例目の感染者
緊急の全員協議会開催
町内９、10例目の感染者
町内11、12例目の感染者
町内13例目の感染者

町の取り組み ※感染者の日付は発表の日

※国内累計の感染者数は、クルーズ船事例を除く。（NHK特設サイトから引用）。

11.30
12. 4

12.15

中　旬

12.20

下　旬
12.31

1. 7

1. 8

1.13

1.15

12.11

12.13

12.21
12.24
下　旬

1. 6

1. 7

1. 8
1.10
1.11
1.12

●年末イベント（古関裕而関連ほか）【延期】　　●令和３年成人式【延期】
●新春交歓会【中止】　　●消防団出初式【中止】　　●ほか忘年会、新年会行事【自粛】

中止・延期になったイベント等
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常任委員会 常任委員会
総 厚務 生産 文業 教

活　動　報　告

　12月８日、定例会会期中の常任委員会で所管
事務調査を実施しました。
　総務産業常任委員会では、請願調査のため、駒
ザクラに接続する町道の現況調査を、請願者立ち
会いのもと行いました。
　厚生文教常任委員会では、山木屋地区に開所し
た、障がい者が共同生活をするための施設「グル
ープホーム山桜」を視察しました。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

福島第一原発・中間貯蔵施設を視察福島第一原発・中間貯蔵施設を視察
　11月４日、全議員で視察しました。原発事故被災
町の議会として、毎年現地視察を行っており、令和２
年で４回目、改選後の議員は初めての視察でした。
　廃炉資料館で東京電力が引き起こした事故とその反
省、廃炉までの工程についての資料映像等を見た後、
発電所に向かいました。
　発電所では、放射線対策が進み、ほとんどのエリア
を私服で視察することができました。昨年は120マイ
クロシーベルトであった見晴らし台も80マイクロシ
ーベルトまで低減していました。９月時点の作業員は
3770人だということで、廃炉に向け、日々前進して
いることが感じられました。
　その後、中間貯蔵の現状について、「中間貯蔵工事
情報センター」で学び、敷地内をバスで見学しました。
次々と大型ダンプカーで搬送されており、2021年度
までの完了に向け作業が進められています。

飛散防止カバーを掛け替え中の１号機 広大な敷地に次々と埋め立てられ、貯蔵されています

廃炉作業について直接説明を受けました



まちの課題を問うまちの課題を問う

一 般 質 問

菅　野　信　一 議員

山　家　恵　子 議員

作　田　善　輝 議員

菅　野　清　一 議員

村　上　源　吉 議員

石　河　ル　イ 議員

新　関　善　三 議員

高　橋　清　美 議員

蓮　沼　洋　志 議員

●佐藤町政４年の総括について
●川俣町まち・ひと・しごと創生人
　口ビジョン、総合戦略について
●ＮＨＫ朝のテレビ小説「エール」
　放送終了後の取り組みについて

●震災から10年目へ、今後の町
　づくりについて
●窓口サービスの充実と終活支援
　について

●公共施設等の整備について
●広域連携による防災の取り組み
　について
●川俣町の観光事業の取り組みに
　ついて
●少子化・人口減少の課題に対す
　る取り組みについて

●原発事故から10年目を前に新
　たな復興政策は
●風力発電事業に対する町の具体
　的方針は

●２期目を表明した町長に問う
●前田遺跡の取り組みについて問う
●脱炭素社会への取り組みについ
　て問う
●ナラ枯れの影響について問う

●東日本台風からの復旧と河川洪
　水対策について
●原発事故被災者支援について
●復旧・復興と人口減少に苦しむ
　産業への支援策は
●ジェンダー平等の取り組みにつ
　いて

●コロナ感染防止対策について
●小学校再配置に伴う周辺環境の
　改善について

●選挙公約7つの実績は
●有害鳥獣被害の状況と今後の対
　応・対策は

●新型コロナ感染症について
●県内児童虐待の増加について
●町の「ひきこもり」の状況は
●川俣中学校のトイレ改修について

11

12

14

16

18

13

15

17

19

12月議会定例会の一般質問には９人の議員が登壇しました。
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切
に
し
、
避
難
や
進
学
な
ど
で
町
を

離
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
つ
な
が

り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

そ
の
よ
う
な
町
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

①
公
約
の
成
果
は
。
特
に
、

福
祉
施
策
と
健
康
長
寿
施
策

の
充
実
に
お
い
て
は
、
今
後
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
が
大
切
と
考

え
る
が
。

②
反
省
点
は
何
か
。

③
ど
ん
な
川
俣
町
に
し
た
い
の
か
。

菅 野 信 一 議員
かん　 の　 しん　いち

11

一 般 質 問まちの課題を問う

佐
藤
町
政
４
年
の
総
括
は

道
半
ば
で
あ
り
、
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す

※
17
㌻
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問

①
次
期
総
合
戦
略
策
定
の
進

捗
及
び
川
俣
町
地
域
創
生
推

進
会
議
の
検
証
、
評
価
は
。

②
最
終
的
な
、
基
本
目
標
に
掲
げ
る

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
の

達
成
状
況
は
。

①
評
価
・
検
証
す
る
会
議
の

委
員
か
ら
は
、
人
口
減
少
対

策
の
た
め
の
各
施
策
の
効
果
に
つ
い

て
効
果
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
の
観

点
で
評
価
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
適
切
な
評
価
指
標
の
設
定
を
す

べ
き
、
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

②
数
値
目
標
に
し
て
い
た
「
合
計
特

殊
出
生
率
１
・
５
０
」
で
す
が
、
県

で
新
た
な
数
値
を
公
表
し
て
お
ら
ず
、

評
価
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し

た
指
標
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
反
省

し
、
今
後
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

総
合
戦
略
の
成
果
は

評
価
指
標
を
見
直
し
ま
す

質
問

①
七
つ
の
公
約
に
基
づ
き
、

復
興
や
人
材
育
成
な
ど
を
進

め
て
き
た
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
福
祉
施

策
等
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
を
地
域

で
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
専
門
家

の
指
導
の
も
と
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
を
通
じ
て

介
護
予
防
の
推
進
や
、
閉
じ
こ
も
り

防
止
、
居
場
所
づ
く
り
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
生
き
が
い
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
福
沢
の
美
術
館
の
取
り

組
み
な
ど
を
先
例
と
し
な
が
ら
、
さ

ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
人
口
減
少
対
策
の
た
め
の
目
標
を

達
成
で
き
な
か
っ
た
点
、
ま
た
、
復

興
施
策
に
よ
り
帰
還
者
を
増
や
す
こ

と
が
果
た
せ
な
か
っ
た
点
が
大
き
な

反
省
点
で
す
。

③
ふ
る
さ
と
へ
の
自
信
や
誇
り
を
大

①
今
後
の
取
り
組
み
は
。

②
新
た
な
展
開
を
考
え
て
い

る
の
か
。①

シ
ル
ク
ピ
ア
で
の
展
示
物

ほ
か
、
概
ね
年
内
で
終
了
し

ま
す
。

②
エ
ー
ル
と
そ
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
本
町
の
認
知
度
が
高
ま
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

様
々
な
観
光
資
源
を
活
用
し
な
が
ら

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

朝
ド
ラ「
エ
ー
ル
」後
の

展
開
は

観
光
資
源
を
活
用
し
て

進
め
ま
す　
　
　
　
　

質
問

町
長

シルクピアの展示スペース

町
長

２期目への立候補を表明した佐藤町長

町
長
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一 般 質 問

③
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
に
、
支
え

て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
感
謝
の
思
い

を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
天
女

サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

①
放
射
線
に
関
す
る
学
習

や
防
災
に
関
す
る
教
育
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
３
月
11
日
に
は
、

追
悼
集
会
や
校
長
に
よ
る
講
話
、
外

部
講
師
に
よ
る
体
験
談
な
ど
を
各
学

校
で
行
っ
て
い
ま
す
。
震
災
の
教
訓

を
子
ど
も
た
ち
が
「
自
分
ご
と
」
と

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
努

め
て
い
き
ま
す
。

②
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
同
じ
く
打
ち

上
げ
ら
れ
帰
還
し
た
桜
の
種
を
「
き

ぼ
う
の
桜
」
と
し
て
育
て
て
お
り
、

中
央
公
園
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
各
学
校
な
ど
で
の
活
用
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

①
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

②
「
東
北
復
興
宇
宙
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

で
宇
宙
へ
打
ち
上
げ
た
記
念
品
の
活

用
は
。

山 家 恵 子 議員
やま　 が　 けい　 こ

12

震
災
か
ら
10
年
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

教
訓
と
感
謝
を
伝
え
、
今
後
に
生
か
し
ま
す

質
問

①
住
民
の
死
亡
、
相
続
な
ど

の
届
出
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

受
け
付
け
る「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

②
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
設
置
自
治

体
支
援
ナ
ビ
」
を
活
用
し
て
み
て
は
。

③
書
く
こ
と
が
困
難
な
お
年
寄
り
の

た
め
に
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
手
続
き

で
き
る
「
書
か
な
い
コ
ー
ナ
ー
」
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

④
一
人
暮
ら
し
な
ど
、
不
安
を
抱
え

る
方
々
が
終
活
に
つ
い
て
相
談
で
き

る
終
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
・
終
活
支
援
を

職
員
が
丁
寧
に
対
応
し
ま
す

質
問

３月11日に宇宙に打ち上げられる横断幕

①
②
③
死
亡
等
の
手
続
き
は

１
階
の
窓
口
で
、
職
員
が
連

携
し
て
案
内
し
て
い
る
こ
と
、
ひ
と

月
あ
た
り
の
死
亡
者
数
は
20
人
程
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
」
の
必
要
性
は
低
い
と
考
え
ま

す
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
端
末
は
経
費
が

課
題
に
な
り
ま
す
。

④
適
宜
、
相
談
に
応
じ
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

町
長

③
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆

様
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た

め
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
趣
旨
や
内

容
を
踏
ま
え
て
、
既
存
の
イ
ベ
ン
ト

の
活
用
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

②
来
年
５
月
に
、
山
木
屋
在

来
そ
ば
の
種
が
宇
宙
に
打
ち

上
げ
ら
れ
、
７
月
ご
ろ
町
に
戻
っ
て

き
ま
す
。
震
災
に
よ
り
一
時
は
保
存

が
危
ぶ
ま
れ
た
種
を
、
住
民
が
県
農

業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
力
に
よ
り
大

切
に
育
て
て
き
た
も
の
で
、「
幻
の

そ
ば
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町

の
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
活
用
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
長

町
長

府中市が作成したエンディングノート



かわまた議会だより

ま ち の 課 題 を 問 う

①
町
職
員
の
女
性
管
理
職
の

割
合
、
男
性
職
員
の
育
児
休

業
の
取
得
率
の
現
状
は
。

②
役
場
庁
舎
の
湯
沸
室
入
口
が
、
女

性
ト
イ
レ
の
入
り
口
と
共
用
に
な
っ

て
い
る
の
で
独
立
を
。

③
学
校
教
育
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
現
状
は
。

①
課
長
職
の
う
ち
女
性
は
い

ま
せ
ん
。
課
長
補
佐
職
で
は

４
名
で
全
体
の
21
㌫
、
係
長
職
で
は

６
名
で
46
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
間
取
り
や
動
線
の
都
合
で
こ
の
よ

う
に
配
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

③
男
女
の
平
等
や
相
互
理

解
・
協
力
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
学
習
が

行
わ
れ
て
お
り
、
近
畿
大
学
と
の
授

業
な
ど
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

①
国
道
３
４
９
号
の
防
災
対

策
と
安
全
管
理
は
。

②
い
ま
だ
復
旧
さ
れ
て
い
な
い
町
道

の
扱
い
は
。

③
広
瀬
川
の
復
旧
の
進
捗
状
況
は
。

①
鳴
石
ト
ン
ネ
ル
内
に
土
砂

が
流
入
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
県
に
安
全
管
理
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

②
現
在
、
測
量
設
計
中
で
あ
り
年
度

内
の
発
注
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

③
お
じ
ま
ふ
る
さ
と
交
流
館
か
ら
大

橋
ま
で
の
２
０
０
㍍
の
区
間
に
つ
い

て
は
工
事
発
注
済
み
で
、
大
橋
か
ら

岩
阿
久
橋
ま
で
の
区
間
は
用
地
買
収

の
交
渉
中
で
、
令
和
３
年
３
月
ま
で

に
契
約
を
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

石 河 ル イ 議員
いし　かわ
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質
問

町
長

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

取
り
組
み
を

学
校
で
の
学
習
機
会
を

計
画
し
て
い
ま
す　
　

質
問

町
長

①
山
林
除
染
を
し
て
い
な
い

た
め
に
取
り
戻
せ
て
い
な
い

生
業
の
復
興
と
対
策
は
。

②
町
の
損
害
賠
償
請
求
の
取
り
組
み

は
。
中
間
指
針
の
見
直
し
、
時
効
延

長
の
措
置
に
つ
い
て
国
に
求
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

①
山
木
屋
地
区
の
第
２
親
子

の
森
で
の
実
証
事
業
に
よ
り
、

里
山
再
生
事
業
が
制
度
化
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
全
て
の
里
山
を
対
象

に
拡
大
す
る
よ
う
粘
り
強
く
国
に
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

原
発
事
故
被
災
者

支
援
は

粘
り
強
く　
　
　
　

要
望
し
て
い
き
ま
す

質
問

町
長

台
風
被
害
復
旧
と

河
川
洪
水
対
策
は

要
望
し
、
進
捗
を
図
り
ま
す

①
農
業
と
商
店
の
後
継
者
に

支
援
金
の
交
付
を
。

②
水
田
の
受
託
作
業
者
に
対
す
る
支

援
を
。

①
新
規
就
農
者
や
後
継
者
に

は
県
の
資
金
援
助
が
設
け
ら

復
旧
復
興
と
人
口
減
少
に

苦
し
む
産
業
へ
の
支
援
策
は

国
県
事
業
等
を　
　

活
用
し
て
い
き
ま
す

質
問

町
長

れ
て
い
ま
す
。
商
店
の
事
業
継
承
や

経
営
革
新
の
た
め
に
は
国
補
助
金
が
、

後
継
者
を
探
し
て
い
る
事
業
者
と
譲

り
受
け
を
希
望
す
る
事
業
者
に
は
両

者
を
つ
な
ぐ
た
め
の
相
談
窓
口
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
被
災
12
市
町
村
を
対
象
と
し
て
、

営
農
規
模
を
拡
大
す
る
場
合
に
は
、

農
器
具
等
の
購
入
に
補
助
制
度
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
農
作
業
受
託
者
も

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
町
の
損
害
賠
償
請
求
額
の
う
ち
東

京
電
力
か
ら
の
収
入
額
は
約
７
億
５

千
万
円
、
全
体
の
35
・
９
㌫
で
す
。

国
に
対
し
、
今
後
も
粘
り
強
く
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

広瀬川岩阿久橋下流付近

教
育
長



かわまた議会だより

一 般 質 問

①
町
火
葬
場
、
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
の
公
共
施
設
整
備
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
着
工
時
期
は
。

②
財
源
の
見
込
み
は
。

作 田 善 輝 議員
さく　 た　 よし　てる
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質
問

①
防
災
協
定
等
災
害
時
の
相

互
支
援
体
制
の
実
態
は
。

②
そ
の
稼
働
の
実
績
は
。
課
題
は
。

質
問 広

域
の
防
災
連
携
の

実
態
は

東
日
本
台
風
で　
　

支
援
を
受
け
ま
し
た

公
共
施
設
整
備
の

計
画
は

４
大
事
業
で　
　
　
　

33
億
円
の
見
込
み
で
す

①
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
評
価

と
課
題
は
。

②
今
後
の
事
業
展
開
は
。
観
光
資
源

や
担
当
課
が
単
独
に
で
は
な
く
、
連

携
し
「
横
ぐ
し
」
を
通
す
よ
う
な
取

り
組
み
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

③
前
田
遺
跡
の
活
用
は
。

①
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ほ

か
、
朝
ド
ラ
「
エ
ー
ル
」
で

本
町
の
認
知
度
は
大
い
に
高
ま
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
課
題
は
、
宿
泊

所
の
不
足
で
す
。

質
問 観

光
資
源
に

「
横
ぐ
し
」
を

連
携
を
図
っ
て
進
め
ま
す

町
長

①
人
口
減
少
対
策
の
計
画
の

評
価
と
課
題
は
。

②
逐
次
的
、
形
式
的
な
事
業
展
開
の

よ
う
だ
が
、
こ
れ
で
目
標
を
達
成
で

き
る
の
か
。
抜
本
的
で
大
胆
な
事
業

展
開
を
で
き
な
い
の
か
。

①
未
達
成
だ
っ
た
目
標
も
あ

り
、
新
た
な
取
り
組
み
も
交

え
な
が
ら
次
期
計
画
を
進
め
ま
す
。

②
若
手
職
員
や
商
工
会
青
年
部
な
ど

で
新
た
な
ア
イ
デ
ア
、
取
り
組
み
の

芽
が
育
ち
始
め
て
い
ま
す
の
で
、
大

切
に
し
、
運
命
共
同
体
と
し
て
の
関

わ
り
あ
い
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問 少

子
化
、
人
口
減
少

対
策
に
打
つ
手
は

新
た
な
取
り
組
み
を

交
え
て
進
め
ま
す　

町
長

③
事
務
組
合
に
よ
る
広
域
事
業
に
お

け
る
施
設
整
備
計
画
は
。

①
川
俣
小
学
校
、
町
火
葬
場

等
の
４
施
設
の
改
修
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

②
４
施
設
の
工
事
費
の
み
で
総
額
約

33
億
円
の
見
込
み
で
す
。

③
伊
達
地
方
消
防
組
合
で
、
桑
折
町

の
分
署
の
移
転
新
築
、
伊
達
地
方
衛

生
処
理
組
合
で
ご
み
焼
却
施
設
の
代

替
施
設
を
新
設
整
備
す
る
計
画
等
が

あ
り
ま
す
。

①
❶
県
北
17
市
町
村
、
❷
福

島
県
北
と
宮
城
県
南
、
山
形

県
南
の
33
市
町
村
、
❸
愛
知
県
日
進

市
、
❹
栃
木
県
野
木
町
、
❺
長
野
県

木
祖
村
、
❻
栃
木
県
真
岡
市
、
❼
神

奈
川
県
三
木
村
、
❽
東
京
都
江
東
区

と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

②
昨
年
の
東
日
本
台
風
の
際
、
❸
〜

❽
の
ほ
か
東
京
都
中
央
区
、
茨
城
県

境
町
の
８
団
体
か
ら
、
38
日
間
に
わ

た
っ
て
総
数
22
人
を
派
遣
し
て
支
援

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
長

町
長

設計　 ◎入札・契約　　 工事　 ★完成

R2 R3 R4 R5 R6 R7

川　　俣
小 学 校
中　　央
公 民 館

認　　定
こども園

町火葬場

◎

◎※6月頃　☆完成時期未定

★R5年4月開所

★R4年4月開校

②
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

ほ
か
の
観
光
資
源
を
歩
く
な
ど
、
連

携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
、
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。

③
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
た
あ
と
で
、
安

定
的
に
ど
れ
だ
け
の
人
が
来
る
か
が

課
題
で
す
の
で
、
情
報
収
集
に
努
め

て
い
き
ま
す
。



かわまた議会だより

ま ち の 課 題 を 問 う

②
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
イ
ー

ト
の
実
態
は
。
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
な
い

の
か
。

①
町
民
と
町
内
滞
在
中
の
方

が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
行
政
検
査
の
対
象

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
県
北
保
健
福

祉
事
務
所
か
ら
町
に
連
絡
が
あ
り
ま

す
。
12
月
３
日
時
点
で
59
人
が
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
行
政
検
査
対
象
外

の
場
合
の
自
由
診
療
で
も
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
個
人
負

担
と
な
り
、
３
万
円
前
後
か
か
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
町

医
師
会
、
済
生
会
川
俣
病
院
、
伊
達

消
防
南
分
署
と
協
議
中
で
、
優
先
的

な
投
与
対
象
者
等
に
つ
い
て
は
、国
・

県
か
ら
指
示
な
り
通
知
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
町
内
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
登
録
し

①
町
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実

態
は
。
だ
れ
で
も
受
け
ら
れ

る
の
か
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
見
通
し

は
。

新 関 善 三 議員
にい　ぜき　ぜん　ぞう
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コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
影
響
は

影
響
が
少
な
い
よ
う
努
め
ま
す

質
問

町
長

①
川
俣
小
学
校
通
学
路
の
改

修
改
善
は
。

②
自
然
災
害
防
止
対
策
は
。

③
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
、
運
営
は
。

①
再
編
後
の
川
俣
小
学
校
へ

の
通
学
路
は
、
主
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
乗
降
所
と
な
る
予
定
の
❶
町

役
場
駐
車
場
、
❷
ま
ち
な
か
駐
車
場

か
ら
の
ル
ー
ト
で
、
特
に
❷
の
フ
ァ

ン
ズ
北
側
か
ら
一
方
通
行
に
な
る
箇

所
の
道
路
側
溝
等
の
修
繕
が
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

②
川
俣
小
学
校
北
側
の
七
曲
り
の
沢

が
危
険
箇
所
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

小
学
校
も
土
石
流
警
戒
区
域
の
範
囲

内
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で

砂
防
工
事
を
実
施
中
で
、
令
和
２
年

度
内
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
川
俣
小
学
校
再
編
準
備
協
議
会
で

質
問 統

合
後
の
小
学
校

環
境
・
運
営
は

安
全
管
理
に
努
め
ま
す

協
議
し
、
通
学
距
離
２
キ
ロ
㍍
を
超

え
る
全
10
ル
ー
ト
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス

12
台
で
運
行
す
る
予
定
で
す
。
運
行

は
業
務
委
託
し
、
安
全
で
効
率
的
な

運
行
に
努
め
ま
す
。

　

運
行
ル
ー
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❶
小
島
地
区
（
下
ノ
町
方
面
）、
❷

小
島
地
区
（
田
代
方
面
、
❸
飯
坂
地

区
、
❹
小
綱
木
方
面
、
❺
大
綱
木

方
面
、
❻
福
沢
地
区
（
板
橋
方
面
）、

❼
福
沢
地
区
（
阿
弥
陀
茶
屋
方
面
）、

❽
福
田
・
鶴
沢
地
区
（
遠
西
・
シ
ル

ク
ピ
ア
方
面
）、
❾
福
田
・
小
神
地

区
（
町
道
小
神
・
秋
山
線
）、
10
福

田
地
区
（
十
二
社
経
由
・
国
道
１
１

４
号
）

町
長

て
い
る
の
は
、
ト
ラ
ベ
ル
共
通
ク
ー

ポ
ン
の
利
用
可
能
な
の
が
18
店
舗
、

イ
ー
ト
が
９
店
舗
で
す
。
イ
ー
ト
食

事
券
は
、
福
島
信
用
金
庫
川
俣
支
店

と
道
の
駅
シ
ル
ク
ピ
ア
で
購
入
可
能

で
す
。

２月下旬頃から計画されているワクチン接種（イメージ）

改修予定の川俣小学校（右奥）



かわまた議会だより

一 般 質 問

②
③
現
時
点
で
は
、
国
は
「
直
ち
に

見
直
し
の
必
要
は
な
い
」「
延
長
法
の

改
正
は
考
え
て
い
な
い
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
国
や
関
係
市
町
村
と
連
携

し
て
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

①
新
た
な
復
興
計
画
の

内
容
と
課
題
は
何
か
。

大
型
公
共
事
業
中
心
の
復
興
事

業
か
ら
生
活
再
建
に
つ
な
げ
る

た
め
の
施
策
を
求
め
る
べ
き
で

は
。

②
国
に
中
間
指
針
の
見
直
し
を

求
め
る
べ
き
で
は
。

③
原
発
事
故
賠
償
の
期
限
が
来

年
に
迫
る
が
対
応
策
は
。

④
山
木
屋
地
区
の
復
興
牧
場
の

今
後
の
計
画
は
。

①
令
和
２
年
７
月
に
復

興
会
議
専
門
部
会
で
、

今
後
の
山
木
屋
地
区
の
あ
り
方

を
協
議
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

生
業
の
継
続
発
展
へ
の
支
援
、
医
療
、

介
護
、
見
守
り
な
ど
の
環
境
整
備
、

と
ん
や
の
郷
を
拠
点
に
し
た
賑
わ
い

の
創
出
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

菅 野 清 一 議員
かん　 の　 きよ　かず
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生
活
再
建
の
た
め
の
復
興
の
姿
は

計
画
を
見
直
し
取
り
組
み
ま
す

質
問

町
長

①
風
力
発
電
が
本
当
に
エ
コ

だ
と
思
う
の
か
。

②
大
量
の
風
力
発
電
設
置
計
画
が
あ

る
一
方
で
原
発
の
廃
炉
や
火
力
発
電

の
縮
小
計
画
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

①「
エ
コ
」が「
エ

コ
ロ
ジ
ー
」、
環

境
保
全
や
地
球
環
境
に
負

荷
を
か
け
な
い
、
ま
た
、

人
間
生
活
と
自
然
と
の
調

和
と
い
う
意
味
ど
お
り
で

あ
る
と
捉
え
る
な
ら
、
風

力
発
電
は
設
置
と
稼
働
に

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
り
、「
エ

コ
」
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。

②
国
で
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
」
を
、
県
で
は

質
問

町
長 風

力
発
電
事
業
の

実
態
は

「
エ
コ
」で
は
な
い
と

考
え
ま
す　
　
　
　

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
定
め
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
そ

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
風
力
発
電
が
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
太
陽
光
、
風
力
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
安
定
し
て

発
電
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
火

力
や
原
子
力
も
含
め
、
電
源
構
成
比

率
の
目
標
を
定
め
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
」
を
推
進
す
る
、
と
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

④
県
酪
農
業
協
同
組
合
が
「
乳
牛
１

６
０
０
頭
規
模
の
復
興
牧
場
を
２
０

２
０
年
度
ま
で
に
新
設
す
る
」
と
報

道
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
計

画
の
提
示
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未だ0.64マイクロシーベルトの山木屋地区

飯舘村の風力発電（川俣町役場より）



かわまた議会だより

ま ち の 課 題 を 問 う

こ
れ
ま
で
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル

等
の
被
害
が
大
変
増
え
て
お

り
、
農
家
の
方
々
、
そ
し
て
町
民
の

方
々
の
宅
地
等
ま
で
被
害
が
拡
大
し

て
い
る
。

①
町
全
体
の
有
害
鳥
獣
被
害
の
状
況

は
。

②
こ
れ
か
ら
町
と
し
て
の
対
応
、
対

策
は
。

①
農
作
物
の
被
害
状
況
は
、

平
成
29
年
が
件
数
１
２
２
件
、

被
害
額
約
１
６
０
０
万
円
、
平
成
30

年
度
が
約
１
６
４
件
、
１
３
０
０
万

円
、
令
和
元
年
度
が
66
件
、
約
９
５

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
度
は
11
月
末
時
点
で
32
件
と
な
っ

て
お
り
、
減
少
し
た
の
は
、
被
害
防

止
柵
の
設
置
が
進
ん
だ
た
め
と
考
え

町
長
は
、
平
成
29
年
２
月
に

当
選
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
３
年

10
か
月
町
政
発
展
の
た
め
情
熱
を
持

っ
て
誠
心
誠
意
務
め
ら
れ
て
き
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
七
つ
の

公
約
が
ど
れ
だ
け
達
成
で
き
た
か
、

高 橋 清 美 議員
たか　はし　きよ　 み
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選
挙
公
約
七
つ
の
実
績
は

精
い
っ
ぱ
い
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た

鳥
獣
被
害
の
状
況
と

今
後
の
対
応
対
策
は

地
域
の
協
力
が
不
可
欠
で
す

質
問

質
問

そ
の
実
績
と
自
分
な
り
の
評
価
を
ど

う
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

精
い
っ
ぱ
い
の
施
策
を
展
開

し
た
つ
も
り
で
す
が
、
必
ず

そ
の
思
い
通
り
の
答
え
が
出
る
と
は

限
ら
な
い
、
と
い
う
反
省
を
感
じ
て

ま
す
。

　

一
方
で
、
農
作
物
以
外
の
、
住
宅

地
や
農
道
な
ど
で
被
害
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
山
木
屋
、
小
綱
木
、
飯
坂
、

小
島
地
区
な
ど
で
サ
ル
の
被
害
が
増

え
て
い
ま
す
。

②
❶
正
し
い
防
護
柵
の
設
置
、
❷
エ

サ
を
食
べ
さ
せ
な
い
対
策
、
❸
加
害

個
体
を
対
象
と
し
た
効
果
的
な
捕
獲

の
三
つ
の
対
策
が
大
切
で
す
の
で
、

地
域
住
民
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

効
果
的
な
対
策
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

町
長

い
ま
す
。
特
に
台
風
や
新
型
コ
ロ
ナ

な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
難
し
い
で
す

が
政
策
を
リ
ア
ル
に
変
換
し
か
じ
取

り
を
変
え
る
、
と
い
う
こ
と
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
目
標
に
し
て
い
た
「
関

係
・
交
流
人
口
を
増
大
さ
せ
る
」
と

い
う
点
は
、
朝
ド
ラ
の
影
響
も
あ
り
、

想
像
以
上
の
効
果
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

子育て支援策
の強化

町長公約

医療、介護福
祉施策の充実

健康長寿対策
の実施

未来を担う人
づくり

復興政策の拡
充と強化

農商工業の維
持振興対策

観光と交流人
口増加への取
り組み

子育て世代の経済的負担
軽減策

主な取り組み

地域包括ケア体制の確立

サロン活動、介護予防体
操の奨励等

英語体験学習プラン、海
外派遣等

とんやの郷開所、ミツフ
ジ㈱との連携事業

粗飼料施設等整備、資金
繰り支援等

道の駅のリニューアル

イノシシを山に還す取り組みを

町
長



かわまた議会だより

一 般 質 問

①
ナ
ラ
枯
れ
の
対
策
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

②
鳥
獣
被
害
拡
大
防
止
対
策
を
早
急

に
と
る
べ
き
と
思
う
が
。

①
ナ
ラ
枯
れ
は
、
伐
採
し
な

い
た
め
に
大
径
木
化
し
、
害

①
町
の
近
隣
で
大
型
風
力
発

電
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

町
長
の
考
え
は
。

②
家
庭
蓄
電
池
設
置
補
助
金
制
度
を

設
け
て
は
。

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
を
町
振
興
計
画
で
定
め

て
お
り
、
風
力
発
電
も
そ
の
一
つ
で

あ
り
、
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
事
業
者
が
検
討
し
て
い
る
風

力
発
電
計
画
は
、
町
と
し
て
推
進
す

る
立
場
に
は
な
く
、
地
域
へ
の
影
響

に
つ
い
て
し
っ
か
り
住
民
に
説
明
し

た
う
え
で
、
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
よ

う
要
請
し
て
い
ま
す
。

②
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

村 上 源 吉 議員
むら　かみ　げん　きち

18

①
長
引
く
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
支
援
策

を
示
せ
。

②
執
務
体
制
の
改
編
を
す

る
の
か
。

③
旧
町
内
の
空
洞
化
を
ど

う
解
消
す
る
の
か
。

①
❶
事
業
所
の
経

営
安
定
、
❷
雇
用

の
安
定
、
❸
消
費
拡
大
の

三
つ
の
取
り
組
み
が
重
要

で
す
の
で
、
資
金
繰
り
支

援
や
情
報
発
信
な
ど
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

②
残
さ
れ
た
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
地
道
な

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

今
は
改
編
す
る
よ
り
も
維

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

持
す
る
こ
と
で
効
果
が
発
揮
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
創
業
支
援
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
な
ど
、

ソ
フ
ト
事
業
の
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

２
期
目
を
表
明
し
た

町
長
に
問
う

地
道
な
取
り
組
み
を

継
続
し
ま
す　
　
　

①
町
の
文
化
財
、
観
光
資
源

と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

②
町
の
案
内
板
を
早
期
に
整
備
す
べ

き
で
は
。①

発
掘
調
査
が
で
き
る
よ
う

に
体
制
整
備
し
、
出
土
品
の

保
管
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
ま

す
。

②
現
時
点
で
は
、
遺
跡
の
一
部
が
発

掘
さ
れ
た
の
み
で
、
今
後
全
容
を
把

握
し
た
の
ち
に
検
討
し
ま
す
。

前
田
遺
跡
を
活
か
す

取
り
組
み
は

町
で
発
掘
・
保
存
を

検
討
中
で
す　
　
　

川俣町役場庁舎

質
問

町
長

脱
炭
素
社
会
の

取
り
組
み
は

計
画
に
定
め
て　
　

取
り
組
ん
で
い
ま
す

ナ
ラ
枯
れ
に
対
策
を

国
県
と
連
携
し
て

復
旧
に
努
め
ま
す

虫
が
繁
殖
す
る
こ
と
が
原
因
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
県
に
、
広
域
的
な
取

り
組
み
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

②
ナ
ラ
枯
れ
に
よ
る
エ
サ
不
足
も
あ

り
ま
す
が
、
人
里
周
辺
に
イ
ノ
シ
シ

等
を
寄
せ
付
け
な
い
こ
と
が
重
要
で

す
の
で
、
防
止
柵
の
設
置
や
効
果
的

な
捕
獲
等
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

町
長



かわまた議会だより

ま ち の 課 題 を 問 う

①
防
災
無
線
を
使
っ
て
感
染

予
防
の
放
送
を
し
な
い
の
か
。

②
出
歩
く
こ
と
の
で
き
な
い
高
齢
者

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
ど

う
し
て
い
る
の
か
。

③
町
の
女
性
の
生
活
、
雇
用
へ
の
影

響
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

蓮 沼 洋 志 議員
はす　ぬま　ひろ　 し
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質
問

全
国
の
ひ
き
こ
も
り
の
状
況

で
は
、
男
性
が
８
割
で
61
万

人
と
発
表
さ
れ
た
が
、
町
内
の
現
況

と
対
策
は
。

町
で
は
統
計
を
取
っ
て
い
ま

せ
ん
。
令
和
元
年
３
月
に
初

め
て
国
が
抽
出
調
査
を
行
い
、
推
計

し
た
値
か
ら
、
40
歳
以
上
64
歳
ま
で

で
61
万
人
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
民
生
委
員
の
方
が
相
談

対
応
に
あ
た
っ
て
お
り「
人
間
関
係
」

「
病
気
」
な
ど
の
理
由
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
支
援
の
際
は
県
が
設
置

質
問 町

内
の
ひ
き
こ
も
り

事
案
へ
の
対
応
は

関
係
機
関
連
携
し
て

対
応
し
ま
す　
　
　

①
感
染
の
拡
大
状
況
に
応
じ

て
、
頻
度
を
検
討
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

②
外
出
で
き
な
い
高
齢
者
の
方
は
、

定
期
受
診
や
往
診
の
際
に
医
師
と
相

談
し
な
が
ら
接
種
し
て
い
ま
す
。

③
町
で
は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
の
公
表
か
ら
、

県
北
地
区
の
失
業
状
況
が
把
握
で
き

ま
す
が
、
９
月
末
時
点
、
前
年
比
で

４
０
０
件
増
と
な
っ
て
お
り
、
厳
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

町
長

よ
り
細
や
か
な
新
型

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を

各
担
当
で　
　
　
　

努
め
て
ま
い
り
ま
す

適切で効果的な防災無線の運用を
求めています　　　　　　　　　

県
内
で
児
童
虐
待
の
事
案
が

増
加
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
町
内
に
お
け
る
現
況
は
。

町
内
関
係
者
等
で
つ
く
る

「
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
で
児
童
虐
待
等
の
把
握

に
努
め
て
お
り
、
令
和
２
年
度
の
発

生
件
数
は
13
世
帯
で
、
平
成
30
年
度

以
降
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

全
国
、
県
内
で
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
原
因
は
虐
待
に
関
す
る
意
識
の

高
ま
り
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
レ
ス

が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

川
俣
中
学
校
の
ト
イ
レ
は
、

水
の
流
れ
が
悪
か
っ
た
り
、

出
な
か
っ
た
り
し
て
使
用
で
き
な
い

箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
換
気
扇
が
な

い
場
所
も
あ
る
。
改
修
し
な
い
の
か
。

12
月
補
正
予
算
に
、
換
気

扇
と
男
子
ト
イ
レ
の
自
動

洗
浄
小
便
器
を
設
置
す
る
た
め
の
工

事
費
を
計
上
し
、
対
応
し
ま
す
。

町
内
の
児
童
虐
待
の

現
況
は

減
少
傾
向
で
す

川
中
ト
イ
レ
の

改
修
を

補
正
予
算
で
対
応
し
ま
す

す
る「
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
と
連
携
し
て
対
応
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

質
問

質
問

町
長



飯坂飯坂

高 橋 洋 子高 橋 洋 子さんさん

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
続
く
中
で
の
年
明

け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
こ

の
困
難
な
状
況
に
身
を
置
か
れ
て

い
る
医
療
・
介
護
従
事
者
や
町
民

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
業
務
に
携

わ
っ
て
い
る
す
べ
て
の
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
て
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
節

目
の
こ
の
１
年
！
皆
様
に
安
心
と

希
望
の
心
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

「
１
対
１
」
の
対
話
で
、
生
活
現

場
の
生
の
声
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
実

現
に
向
け
て
一
歩
一
歩
着
実
に
働

い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

丑
年
は
、「
我
慢（
耐
え
る
）」「
こ

れ
か
ら
発
展
す
る
前
触
れ
（
芽
が

出
る
）」
と
い
う
よ
う
な
年
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
も
、
努
力
や
工
夫
を
重

ね
、
感
染
防
止
に
注
意
し
な
が
ら

共
々
に
励
ま
し
あ
っ
て
、
強
く
強

く
一
緒
に
前
に
進
み
、
皆
様
と
一

丸
と
な
っ
て
こ
の
危
機
を
乗
り
越

え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
本
年
も

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
山
家
恵
子
議
員
）

◇
広
報
編
集
常
任
委
員
会
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　令和２年の今頃、１、２月はまだ、新型コ
ロナウイルスは遠いところの話のように感じ
ていました。マスクも必要なくて、体操をし、
大声で話し、笑い、ハグをして楽しかった毎
日でした。
　その年は、オリンピック、コスキンパレー
ド、いろいろなイベントがたくさん予定され
ていたので、楽しみにしながら練習を重ねて
いましたが、３月になると次々にイベントが
中止になり、緊急事態宣言が出されて自粛生
活になりました。
　それでも、オンラインのコスキンや、内輪
の発表会など、わずかですが、注意をしなが
ら楽しむことができました。困難な時代です
が、毎日の生活を楽しむことは、いつでも大
切なことだと思います。
　これからも、マスクをして、換気をして、
十分に気をつけながらですが、体操やダンス、
山登り、ウォーキングなど、楽しみの機会を
見つけていきたいです。そしていつか、中央
公民館のステージで成果を発表できる日を願
いながら、練習に励もうと思います。
　世界中、どこにも逃げることができない今、
新型コロナウイルスが収まるまでの我慢です。
健康に気をつけて、負けないで吹き飛ばして、
笑いあっていきましょう！

コロナに
負けないで！

編
集
後
記

編
集
後
記

　12月８日、議員全員で現地視察しました。福
島県文化財課の担当者にお出でいただき、直接説
明を受けました。
　前田遺跡では、次々に貴重な遺跡が発掘され、
関係者を沸かせてきました。漆器や木製品など、
縄文時代の品々が現代に姿を現し、昨年には縄文
人の人骨まで発掘されました。当初から「国史級
ではないか」と言われてきましたが、正に、歴史
的な発見です。
　国道改良のため当面の発掘は一旦終了になりま
すが、遺跡はまだまだあると見られ、町でも４月
から「遺跡調査係」を設置することとなりました。
議会で、繰り返し当局に前田遺跡の活用を訴えて
きており、実現した形です。

かわまた議会だより　第176号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

未だ地中に眠る歴史ロマン、熱の込もった説明でした

常任委員会 常任委員会
総 厚務 生産 文業 教

前田遺跡を現地視察
（小綱木地区字前田）

所管事務調査報告


